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号

外�十一
令

和

三

年

四

月

一

日

目

次

規

則

○
岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
及
び
岐
阜
県
自
然
公
園
法
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

環
境
企
画
課)

一
ペ
ー
ジ

○
環
境
生
活
部
の
所
管
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際

に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る

規
則

(

環
境
管
理
課)

四

規

則

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
及
び
岐
阜
県
自
然
公
園
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
百
七
十
三
号

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
及
び
岐
阜
県
自
然
公
園
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

(

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則(

昭
和
四
十
年
岐
阜
県
規
則
第
二
十
一
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢
(記
名
押
印
又
は
署
名
)
｣

を
削
り
、 ｢

法
人
に
あ
っ
て
は
､
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

(記
名
押
印
又
は
代
表
者
の
署
名
)

を｢
法
人
に
あ
つ
て
は
､
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

｣

に
改
め
、｢記

入
｣

を｢記
載
｣

に
改

め
る
。

第
二
十
三
条
中｢

、
第
二
十
条
第
三
項｣

を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
注
第
二
号
中｢あ

っ
て
は
起
終
点
｣

を｢あ
つ
て
は
､
起
終
点
｣

に
改
め
、
同

様
式
注
第
三
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
四
号
中｢以

下
｣

を｢､
次
｣

に
改

め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
受
託
者
｣

を｢あ
つ
て
は
､
受
託
者
｣

に
改
め
、｢あ

っ
て
は
そ
の
代

表
者
の
氏
名
｡
｣

を｢あ
つ
て
は
､
そ
の
代
表
者
の
氏
名
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
標
準
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的
な
額
｡
｣

を｢あ
つ
て
は
､
標
準
的
な
額
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
そ
の
供
用
期
間
｡
｣

を｢あ
つ
て
は
､
そ
の
供
用
期
間
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、

同
号�
中｢通

称
｣

を｢､
通
称
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
注
第
一
号
中｢あ

っ
て
は
承
認
書
｣

を｢あ
つ
て
は
､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同

様
式
注
第
四
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
受
託
者
｣

を｢あ
つ
て
は
､

受
託
者
｣

に
、｢あ

っ
て
は
そ
の
｣

を｢あ
つ
て
は
､
そ
の
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
標

準
的
な
｣

を｢あ
つ
て
は
､
標
準
的
な
｣

に
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
そ
の
｣

を｢あ
つ
て
は
､
そ

の
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢通

称
｣

を｢､
通

称
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢あ

っ
て
は
承
認
書
｣

を｢あ
つ

て
は
､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
三
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ

て
は
そ
の
｣

を｢あ
つ
て
は
､
そ
の
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢あ

っ
て
は
承
認
書
｣

を｢あ
つ

て
は
､
承
認
書
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢あ

っ
て
は
承
認
書
｣

を｢あ
つ

て
は
､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
三
号
中

｢全
部
｣

を

｢､
全
部
｣

に
、｢記

載
す
る
こ

と
｡
｣

を｢記
載
し
､
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
四
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中｢第

８
条
の
５
第
２
の
規
定
に
基
づ
き
｣

を｢第
８
条
の
５
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
一
号
中｢当
該
｣

を｢､
当
該
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
注
第
一
号
中｢当
該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改

め
、
同
様
式
注
第
七
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ

つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
二
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
三
号
中

｢括
弧
書
｣

を｢括
弧
書
き
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
七
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、

同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
八
号
中｢か

わ
り
｣

を｢代
わ

り
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
三
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
九
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
四
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
五
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
七
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
六
注
第
一
号
中｢､

｢広
告
物
｣

を｢
｢広
告
物
｣

に
改
め
、
同
様
式
注

第
四
号
中｢掲

出
又
は
表
示
し
よ
う
｣

を｢掲
出
し
､
又
は
表
示
し
よ
う
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第

五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め

る
。別

記
第
十
一
号
様
式
の
七
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
八
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
七
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
九
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
六
号�

中｢手
続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
一
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
二
注
第
一
号
中｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
四
号

�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
三
注
第
一
号
中｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
六
号

�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
四
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を

｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
の
十
五
注
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣
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に
改
め
、
同
様
式
注
第
四
号
中｢知

事
に
､
そ
の
概
要
を
､
通
知
｣

を｢､
知
事
に
そ
の
概
要
を
通

知
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
七
号
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢手

続
き
｣

を｢手

続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
注
中｢第

11号
様
式
｣

を｢別
記
第
11号

様
式
｣

に
、｢必

要
｣

を｢､
必

要
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
注
中｢第

11号
様
式
｣

を｢別
記
第
11号

様
式
｣

に
、｢必

要
｣

を｢､
必

要
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
の
二
注
第
一
号
中｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�

中｢手
続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
の
三
注
第
一
号
中｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
五
号�

中｢手
続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢あ

っ
て
は
｣

を｢あ
つ
て
は
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
中｢第

11号
様
式
｣

を｢別
記

第
11号
様
式
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
の
三
注
第
二
号
中｢あ

っ
て
｣

を｢あ
つ
て
｣

に
改
め
、
同
様
式
注
第
六
号

中｢第
14号
様
式
の
４
｣

を｢別
記
第
14号
様
式
の
４
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
の
四
中｢

(押
印
又
は
署
名
)
｣

を
削
り
、
同
様
式
注
第
五
号
中｢記

載
を
｣

を｢､
記
載
を
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
の
五
注
第
五
号
中｢第

14号
様
式
の
４
｣

を｢別
記
第
14号
様
式
の
４
｣

に

改
め
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
裏
面
中｢､

第
20条

第
２
項
｣

を
削
り
、｢の

立
入
｣

を｢の
立
入
り
｣

に

改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中｢印

｣

を
削
る
。

(

岐
阜
県
自
然
公
園
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

岐
阜
県
自
然
公
園
法
施
行
細
則(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
規
則
第
百
三
十
六
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢
(押
印
又
は
署
名
)
｣

を
削
り
、｢記

入
｣

を｢記
載
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
備
考
第
一
号�
中｢寄

付
行
為
｣

を｢寄
附
行
為
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第

二
号�
中｢起
終
点
｣

を｢､
起
終
点
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
二
号�
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢氏

名
｡
｣

を｢氏
名
｣

に
改
め
、

同
号�
イ
中

｢標
準
的
な
額
｡
｣

を

｢､
標
準
的
な
額
｣

に
改
め
、
同
号�
ウ
中

｢そ
の
供
用
期

間
｡
｣

を｢､
そ
の
供
用
期
間
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
ウ
中

｢通
称
｣

を｢､
通
称
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
備
考
第
一
号�
中｢第

１
号
様
式
｣

を｢別
記
第
１
号
様
式
｣

に
、｢�

｣

を

｢�
ま
で
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
二
号�
中｢承

認
書
｣

を｢､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同
号�

中｢以
下
｣

を

｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中

｢氏
名
｡
｣

を

｢氏
名
｣

に
改
め
、
同
号�
イ
中

｢標
準
的
な
額
｡
｣

を｢､
標
準
的
な
額
｣

に
改
め
、
同
号�
ウ
中｢そ

の
供
用
期
間
｡
｣

を｢､

そ
の
供
用
期
間
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号�
ウ
中｢通

称
｣

を｢､

通
称
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
備
考
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢承

認
書
｣

を｢､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
三
号
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
、
同
号
ア
中｢そ

の
｣

を｢､
そ
の
｣

に
、｢氏

名
｡
｣

を｢氏
名
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
備
考
第
一
号�
中｢寄

付
行
為
｣

を｢寄
附
行
為
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢出

来
る
｣

を｢で
き
る
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢承

認

書
｣

を｢､
承
認
書
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢承

認
書
｣

を｢､
承
認
書
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢全

部
｣

を｢､
全
部
｣

に
、｢す

る
こ
と
｡
廃
止
｣

を｢し
､
廃
止
｣

に
改

め
、
同
号�
中｢以

下
｣

を｢次
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中｢基

づ
き
｣

を｢よ
り
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を

｢､
当
該
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
八
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に

改
め
、
同
号�
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に

改
め
、
同
号�
中｢括

弧
書
｣

を｢括
弧
書
き
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢

｢伐
採
樹
種
｣

を｢､
｢伐
採
樹
種
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に

改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め

る
。別

記
第
十
二
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続

き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。
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別
記
第
十
三
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢指

定
湖
沼
｣

を｢､
指
定
湖
沼
｣

に
、｢あ

わ
せ
て
｣

を｢併
せ
て
｣

に
改

め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢､

｢広
告
物
｣

を｢
｢広
告
物
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､

抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め

る
。別

記
第
十
七
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
八
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹
消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
九
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢抹
消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
二
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手
続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
四
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
五
号
様
式
備
考
第
二
号�
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
号�
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
六
号
様
式
備
考
中｢第

８
号
様
式
｣

を｢別
記
第
８
号
様
式
｣

に
改
め
、｢必

要
｣

を｢､
必
要
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
七
号
様
式
備
考
中｢第

８
号
様
式
｣

を｢別
記
第
８
号
様
式
｣

に
改
め
、｢必

要
｣

を｢､
必
要
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
備
考
第
一
号
中｢第

18号
様
式
｣

を｢別
記
第
18号

様
式
｣

に
、｢第

20

号
様
式
｣

を｢別
記
第
20号
様
式
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
九
号
様
式
備
考
第
一
号
中｢当

該
｣

を｢､
当
該
｣

に
、｢抹

消
｣

を｢､
抹
消
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
四
号
中｢知

事
に
､
そ
の
概
要
を
､
通
知
｣

を｢､
知
事
に
そ
の
概
要
を

通
知
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考
第
七
号
ア
中｢手

続
き
｣

を｢手
続
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
号
様
式
備
考
中｢第

８
号
様
式
｣

を｢別
記
第
８
号
様
式
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
一
号
様
式
記
載
上
の
注
意
事
項
第
六
号
中｢第

33号
様
式
｣

を｢別
記
第
33号
様
式
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
事
項
第
五
号
中｢記

載
を
｣

を｢､
記
載
を
｣

に
改
め
、

同
様
式
記
載
上
の
注
意
事
項
第
六
号
中｢次

｣

を｢､
次
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
四
号
様
式
記
載
上
の
注
意
事
項
第
二
号
中｢変

更
し
た
事
項
｣

を｢､
変
更
し
た
事

項
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
中｢印

｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
生
活
部
の
所
管
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示

す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
百
七
十
四
号

環
境
生
活
部
の
所
管
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分

を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

書
は
、
他
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
五
号)

第
八
条
の
七
第
一
項
、

第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
一
項

二

岐
阜
県
公
害
防
止
条
例(

昭
和
四
十
三
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
五
号)

第
六
十
六
条
第
一
項
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三

岐
阜
県
自
然
環
境
保
全
条
例(

昭
和
四
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第
十
七
号)

第
二
十
三
条
の
二
第

一
項(

同
条
例
第
二
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第
二
十
三

条
の
三
第
一
項(

同
条
例
第
二
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

四

岐
阜
県
浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例(

昭
和
六
十
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十

号)

第
十
四
条
第
二
項

五

岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号)

第
二
十

九
条
第
一
項

六

岐
阜
県
希
少
野
生
生
物
保
護
条
例(

平
成
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
二
号)

第
十
六
条
第
一

項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項

七

岐
阜
県
ア
ス
ベ
ス
ト
の
排
出
及
び
飛
散
の
防
止
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第

七
十
六
号)

第
十
六
条
第
一
項

八

岐
阜
県
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例(
平
成
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
七
号)

第
二
十

九
条
第
一
項

九

岐
阜
県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
の
認
定
及
び
利
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
九
年
岐
阜

県
条
例
第
十
四
号)

第
十
七
条
第
一
項

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

( ) 令和３年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５
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